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★標高約1,100ｍ地点での施工 in浄土平★

安全第一で工事を実施致します

つばくろ谷 R4.8月撮影

◀快晴の浄土平。
浄土平に続く道路では、
光ケーブルを通すため
の工事を行っています。

今回の工事箇所は有毒ガスが発
生する場所もあり、中々大変なと
ころもありましたが、無事に無事
故で終えることができました。こ
れも吾妻山山系砂防出張所をはじ
め皆様の協力があり、受賞できた
ことだと思います。今後は、今回
の工事経験を活かしてさらに安心
できるまちづくりに貢献していき
たいと思います。

不動沢第2砂防堰堤管理用道路外工事：富久泉工業株式会社

【現場代理人から一言】

【工事の概要】

砂防News

７月２６日、「令和４年度 福島
河川国道事務所 国土交通行政関係
功労者表彰式」がとうほう・みんな
の文化センターで行われました。安
全管理優良工事表彰とは、令和３年
度に完成した工事において、創意工
夫等により安全管理に対し特に優れ
た取り組みを行った施工企業を表彰
するものです。

工事施工箇所が山間部及び観光
道路です。熊や蜂に対し万が一に
対する予防措置を取っています。
(蜂対策キット、熊鈴の常備)
また、つづら折りの観光道路を規
制するにあたり、視認し易い交通
誘導の徹底と無線機使用による車
両誘導。更に中間に交通誘導員を配置し、最終車両
の通過を確認し交通災害、第三者災害の防止に努め
ておりますので、ご協力お願いいたします。

（富久泉工業 加藤さん）

１）在庭坂地区(不動沢第２道路)
・擁壁工・排水工

２）李平地区(蟹ヶ沢第５道路)
・掘削工・発生土運搬工

３）町庭坂地区（浄土平）★取材箇所
・情報ボックス工
・管路工

▲①道路の一部分を掘削します。 ▲②光ケーブルを入れるための管を
敷設します。

▲③管を敷設したら道路を元の状態
に埋戻します。

▲④道路を舗装して元の状態にして
完了です。

▲表彰式の様子▲

【受賞コメント】

8月29日、
浄土平に取材に
行ってきました！

昨年の「阿武隈川水系不動沢第2砂防堰堤管理用道路外工事」において、
富久泉工業株式会社が、安全管理優良工事事務所長表彰を受けました。

★様々な安全対策★

▲ハチ対策応急セット
ハチ対策スプレー、
ポイズンリムーバーなど ▲クマ鈴

▲熱中症対策応急セット
塩分タブレット、飲み物、
クールシートなど

▲▶WBGT熱中症計を
使用して作業員の方へ
周知を行っています
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コロナ感染症対策の他に、
夏場・山間部の工事ならで
はの対策がされていました。

工期：令和４年５月９日～
令和５年１月２０日



吾妻山山系砂防出張所（松川庁舎）

〒960-2261 福島県福島市町庭坂字遠原三3-4

TEL：024-591-1207

吾妻山山系砂防出張所（本庁舎）

〒960-2156 福島県福島市荒井字地蔵原甲2-14

TEL：024-593-0831

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

◆福島河川国道事務所ＨＰ（http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/）も是非ご覧下さい◆「ご意見、ご感想、砂防に関すること」はこちら

下高湯沢第１砂防堰堤は、東吾妻山から流出した

土砂が福島盆地の須川に堆積することによる出水の
軽減と、下高湯沢の谷出口における土石流被害の軽
減を目的に計画されました。
7月12日(火)小雨が降る中、下高湯沢第1砂防堰堤

の完成披露会が行われ、福島市長をはじめ来賓者９
名や庭塚小学校の生徒にお集まりいただきました。
代表者が説明板を除幕し、土石流模型実験なども

体験してもらいました。
現地で完成した砂防堰堤を見学し、記念撮影も行

われました。

ミズベリングつちゆ

7月30日(土)土湯温泉にある「せせらぎロード
ゆ～ろ」で、土湯温泉観光協会主催のイベントが
開催されました。
福島河川国道事務所では、パネル展示や土石流

模型実験装置を使って、砂防の役割を学んでいた
だきました。

着工：平成28年9月
竣工：令和４年３月
構造：不透過型砂防堰堤
型式：重力式コンクリート
堤高：14.5ｍ
堤長：65.0ｍ
堤体積：4,280m³
施設効果量：2,860ｍ³

第３回安全パトロール

堰堤概要

▲砂防堰堤の前で写真撮影

▲代表者で説明板の除幕
▲土石流模型実験の体験

▲パネル展示 ▲土石流模型実験 ▲広い会場で、換気を
行いながら検討会

▲大型重機周りの安全は
大丈夫かチェック！

7月8日(金)福島・伊達地区第３回安全パトロー
ルが関係者25名の参加により、阿武隈川上流新堀
川樋門改修工事を対象として行われました。
コロナ感染症防止対策のため、現場巡視では少人

数で車両移動し、検討会においては広い会場で換気
を十分に行うなどの配慮を行いながらの実施となり
ました。
パトロールの結果は、各現場が安全に工事を進め

るため役立てることとなります。

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/

